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は じ め に 


この た び は 、 株 式 会 社 コ ー ラ ル の MSX 用 Z-80 エディ タ ・ ア セン プラ Simple ASM Ver.3 .0 
を お 求め いた だ き 、 誠 に あり が と う ご ざ いま し た 。 

Simple ASM Ver.3.0 は MSX-BASIC 上 で 動作 する プロ グラ ム と MSX-DOS 上 で 動作 する プロ 
グラ ム か ら 構 成 さ れ て いま す 。 


Simple ASM Ver.3. 
MSX-DOS 対応 





























MSX-BASIC 対応 








SIMPLEAS. M 







SIMPLE. MCH SA. COM 
GENCOM. BAS 
DEBUG. BAS DB. COM 





DEBUG. MCH 















本 製品 は 2 冊 の マニ ュ ア ル か ら 構 成 さ れ て いま す 。 本 書 は MSX-DOS 対応 の エディ タ ア セ 
ンプ ラ ( SACOM ) 、 と デバ ッ ガ ( DB.COM ) に つい て の 説 を 行っ て いま す 。 Simple 4SM に 
つい て の 基本 的 な 使用 方 法 や MSX-BASIC 対応 の プロ グラ ム を 使用 し た いと き に は 、 別 冊 の 
T Simple ASM USER'S MANUAL 』 マ ニュ アル を 御 一 読 し て くだ さい 。 


また 、 コ マン ド 解 説 等 で 重複 する 箇所 は 「『 Simple ASM USER'S MANUAL 」 を 参照 する 形 を 
と っ て いま す 。 


Yi 
_ CHE 
Q) この プロ グラ ム お よび マニ ュ ア ル の 内 容 の 一 部 また は 、 全 部 を 無断 で 複写 する こと は 禁止 
され て いま す 。 


(2) 製品 の 内 容 に つい て は 万 全 を 期し て いま す が 、 万 一 御 不審 な 点 や 、 あ や まり 、 記 載 も れ な 
ど 、 お 気づき の 点 が ご ざい まし た ら 御 連絡 下さ い 。 





(3) 運用 し た 結果 の 影響 に つい て は 、 上 項 に か か わら ず 、 資 任 を 負い 上 兼ね ます の で 、 御 了承 下 
さい 。 


※・『 Simple ASM USER'S MANUAL 』 の 「 ご 注意 」 の ペー ジ も 併せ て 御 参照 下さ い 。 
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nn a ar 


1-1 MSX-DOS 対応 Sp/e 4577 に つい て 
Simple ASM Yer30 は MSX-BASIC 対応 の プロ グラ ム と MSX-DOS 対応 の プロ グラ ム か ら 構 
成 さ れ て いま す 。 こ こ で は 、 MSX-DOS 対応 の プロ グラ ム に つい て の 解説 を 行っ て いま す 。 


MSX-DOS 対応 Sp/e 457 は 次 の よう な 特長 が あり ます 。 
・ MSX-DOS 上 で 動作 し ます 。 大 き な プ ログ ラム も 作成 可能 で す 。 
・ 各 レジ スタ 内 容 を 表示 し な が ら プ ログ ラム の テス ト が で きる トレ ー ス 機能 が 用 意 さ れ て いま 


す 。 
・ 2Z-80 に 加え 、 R800 の 命令 に や 対応 し て いま す 。 CPU が R800 の 場合 、 そ の 能力 を 生か し 


た プロ グラ ム を 作成 する こと が で きま す 。 
・ ユ ー テ ィ リ ティ を 使わ ず に 、 ア セン プラ か ら 直 接 、COM プロ グラ ム フ ァ イル や BLOAD で 


きる ファ イル を 作成 で きま す 。 


1-2 プロ グラ ム 構 成 
MSX-DOS 対応 の プロ グラ ム は 2 本 あり ます 。 


SA.COM… エディ タ 、 ア セン プラ 、 モ ニタ が 一 体 と な っ た Simple ASM 本 体 で す 。 
DB.COM … デバ ッ ガ で す 。 


1-3 Simple 4SM の イン スト ー ル 
MSX-DOS の シス テム の 入っ た ディ スク に Simple 4SM の プロ グラ ム を コピ ー し ます 。 
「 例 」 COPYA:*.COM B: 


1-4 Simple ASMO 起動 方 法 

O Simple ASM% thi MSX-DOS の 外部 コマ ンド の よう に 「 SA』 と 入力 し ます 。 
CR ) 

デバ ッ ガ は 、 MSX-DOS か ら 、『 DB 」 ま た は 『 DB ファ イル 名 』 で 起動 し ます 。 





1-5 メモ リマ ッ プ 
MSX-DOS 対応 の Smpfe 4547 の メモ リマ ッ プ は 次 の よう に な り ま す 。 


su raue] 
Simple ASM 






FFA b MM 


RK Pao es 


Ka ラズ ペル テニ プル この 値 は MAP コマ ンド で 変更 で きま す 。 





MAP コマ ンド で 確認 で きま す 。 
フリ ー 領 城 








ーー ニー 
27 MR 
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エエ ディタ 
2-1 エディ タコ マン ド 
Simple 4SM の コマ ンド は 次 の よう に 分 ける こと が で きま す 。 
NEW 
AUTO 
プロ グラ ム 編 集 コ マン ド | LIST,LLIST 
| RENUM 
| DELETE 
SEARCH, LSEARCH 
文字 列 操作 コマ ンド CHANGE 
ファ イル コマ ンド 
LOAD, NLOAD 
制御 コマ ンド | A, SYS 
| 領域 設定 コマ ンド MAP 
モニ タコ マン ド 別に 掲載 
・DIR 
ディ スク の ファ イル を 表示 し ます 。 ド ライ プ ブ 名 を 省略 する と 現在 の ドラ イプ と な り ま す 。 
(形式 ) DIR 
DIR ドラ イブ 名 
・SAVE 
(形式 ) SAVE "ファ イル 名 " 
・LOAD 
(EX) LOAD "ファ イル 名 " 
・NLOAD 


他 の エディ タ 等 で 作成 され た 行 番号 の 無い リソー スプ ログ ラム を ディ スク か ら テ キス ト 領 域 に 
読み 込み ます 。 拡 張子 も つけ て くだ さい 。 
(形式 ) NLOAD "ファ イル 名 " 


+ MERGE 
(形式 ) MERGE "ファ イル 名 " 


・SYS 
MSX-DOS に 戻り ます 。 


・MAP 








テキ スト 領域 が どの 番地 を 占め て いる か を 表示 し ます 。 ま た アド レス を 指定 する と フリ ー 領 
城 先 頭 の 変更 を 行い ます 。 フ リー 領域 を 狭く すれ ば 、 テ キス ト 領 域 が 広く な り 、 長 い プ ログ ラ 
ム の アセ ンプ ル が で きる よう に な り ま す 。 


(形式 ) MAP 
MAP ア ドレ ス 


他 の コマ ンド に つい て は 、「『 Simple ASM USER'S MANUAL 』 を 参照 し て くだ さい 。 
CTRL+STOP で 中 断 で きる 機能 は ESC キー で も 中 断 で きる よう に な っ て いま す 。 





a Same アセン プラ 


3-1 VTEIZFINTE-? 
NF AFSC, 0,U, PND, SR HDEROMAS DUS ESCEMTRET. 








B :BSAVE BASIC で BLOAD で きる BSAVE 形 式 の ファ イル を 作成 し ます 。 
拡張 子 は "MCH" に な り ま す 。 
C:COM MSX-DOS の コマ ンド 待ち か ら 起 動 で きる COM フ ァイル を 作成 


最初 の ORG が 100H で ある こと 。100H 以外 の 場合 は 拡張 子 が 
"BIN" と な り 、 MSX-DOS か ら は 起 勤 で きま せん 。B と の 同 
時 指定 で は 無視 され ます 。 














O:Object オブ ジェ クト プロ グラ ム を メモ リ 上 に 作成 し ます 。 

U :Unlist リス ト を 出力 し な い 。 エ ラー 行 が あっ た と き に は 、 エ ラー 行 が 
表示 され ます 。 
U を 指定 し な けれ ば アセ ン ブ ル リ スト が 出力 され ます 。 

P 


の み を プリ ント し ます 。 
:No Number | 行 番号 の つか な い ア セン ブル リス ト に な り ま す 。 | 
‘order ラベ ル を 登録 順に 出力 し ます 。 
:Sort ラベ ル を ソー ト し て 出力 し ます 。 
¡Reference クロ スリ ファ レン スリ スト を 出力 し ます 。 
D.S.R の 内 容 を プリ ンタ に 出力 し ます 。 


: Print | リス ト を プリ ンタ に 出力 し ます 。U と 組み 合わ せれ ば エラ ー 行 | 























エ |D| の | |Z 


3-2 オプ ジェ クト プロ グラ ム の ファ イル 名 
パラ メー タ B また は C を 指定 し た と き フ ァイル 名 を 問い 合わ せ て きま す 。 パ ラメ ー タ また 
は ORG の 値 に より 、 拡 張子 "MCH"、"COM"、"BIN" を つけ た ファ イル 名 に な り ま す 。 
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4-1 モニ タコ マン ド 
モニ タコ マン ド は 次 の よう に 分 ける こと が で きま す 。 





























メモ リ 内 容 確 認 Cc メモ リ ダ ン プ の 出力 形式 変更 
D メモ リ ダ ン プ 
V ビデ オ R AM ダン プ 
Pp プリ シン タメ モリ ダン シ プ 
メモ リ 参 照 ・ 変 更 M データ セッ トド 
Ss ソフ トウ ェ ア 16 准 キー デー タ セ ッ ト 
メモ リ 操 作 F フィ ル メ モリ 
ns メモ リ 転 送 
レジ スタ 操作 X、Xr | レジ スタ 表示 ・ 変 更 
プロ グラ ム 操 作 G プロ グラ ム の 実行 、 中 断 


R プロ グラ ム の トレ ー ス を 行う 。 
RP プロ グラ ム の トレ ー ス を 行う 。 プ リン タ 印 字 あ り 
RX レジ スタ 表示 の 切り 替え 

É メモ リ 内 容 の 逆 ア セン プラ 

逆 ア セン ブラ の 結果 を プリ ンタ に 出力 

コマ ンド を 表示 する 。 (HELP) 


逆 ア セン ブラ 











・C コ マン ド 
メモ リ ダ ン プ の 出力 形式 を 変更 し ます 。 
1 行 8 バイ ト 二 アス キー ダン プ 
1 行 16 バイ ト + アス キー 


1 行 4 バ イト + PAR 
1 行 8 バ イト 二 チェ ッ ク サ ム (アド レス も 加え る ) 
1 行 8 バ イト 二 チェ ッ ク サ ム 





・D、V、P ロ コマ ンド 
開始 番地 、 終 了 番 地 と も に 省略 する こと が で きま す 。 終 了 番 地 を 省略 し た 場合 50H バ イト 出力 
され ます 。 


・Xr コ マン ド 
レジ スタ の 内 容 を 変更 する コマ ンド で す 。 Ver3.0 か ら PC レジ スタ の 内 容 も 変更 で きる よう 
に な り ま し た 。 


・R、 RP コマ ンド (tRace) 
Ver3.0 か ら 追 加 さ れ た コマ ンド で す 。 


この コマ ンド は 現在 の PC (プロ グラ ムカ ウン タ ) か ら 指 定 し た 命令 だ け プ ログ ラム を 実行 


し ます 。 各 命令 を 実行 する つど 、 レ ジス タ の 内 容 を 表示 し ます 。 
この よう に 動作 を 確認 する コマ ンド を トレ ー ス コマ ンド と 呼び ます 。 自分 で 作成 し た プロ グ 


ラム が 自分 の 意図 する よう な 動作 れ を しない と き な ど に 、 こ の トレ ー ス コマ ンド を 用 いれ ば 容易 
に 間違い を 発見 する こと が で きる で し ょ う 。 


(形式 1) R 
現在 の PC か ら 1 命令 だ け 実 行 し 、 実 行 後 の レ ジス タ 内 容 を 表示 し ます 。 


(形式 2) Rxx 
まず 、 最 初 に 現在 の レジ スタ の 内 容 を 表示 し 、 現 在 の PC か ら xx 命令 だ け 実 行 し 、 


実行 後 の レ ジス タ 内 容 を 表示 し ます 。 
xx は 16 進数 で 指定 し ます 。 


(形式 3) RP 
現在 の PC か ら 1 命令 だ け 実 行 し 、 実 行 後 の レジ スタ 内 容 を プリ ンタ に 印字 し ます 。 


(形式 4) RPxx 
Rxx と 同じ 動作 を し ます が 出力 は プリ ンタ に な り ま す 。 


・RX コ マン ド 
トレ ー ス コマ ンド の 出力 形式 を 変更 し ます 。 


出力 形式 の | 機 。 能 。 | 


AF, BC, DE, HL, PC 


IX, IY, SP, 
DE, HL, 
AF’, BC’, DE’, HL’, I 





起動 時 に RX1 に な っ て いま す 。 

・L し コマンド 

開始 番地 、 終 了 番 地 と も に 省略 する こと が で きま す 。 終 了 番 地 を 省略 し た 場合 18 命令 出力 
され ます 。 


その 他 の コマ ンド の 使用 方 法 は 、『 Simple ASM USER'S MANUAL 」 を 参照 し て くだ さい 。 


利用 者 の ユー ザー プロ グラ ム か ら Sp/e 457 に 戻る 入り 口 は 、103H 番 地 で す 。 デ バッ グ 中 
の プロ グラ ム で は 、 プ ログ ラム の 最後 な ど に 、「JP 0103H」 と 書い て お け ば デバ ッ グ に 便利 で 


す 。 
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5-1 デバ ッ ガ コマ ンド 
コマ ンド は 次 の よう に 分 ける こと が で きま す 。 










デバ パッ ガ 
















| メモ リ 内 容 確認 6 メモ リ ダ ン プ の 出力 形式 変更 
D メモ リ ダ ン プ 
メモ リ 参 照 ・ 変 更 M | テー タ セ ッ ト 
s ソフ トウ ェ ア 16 進 キー デー タ セ ッ ト 
メモ リ 操作 F フィ ル メ モリ 
T メモ リ 転 送 
1 ライ ン ア セン ブラ A アセ ンプ ブラ の 文法 に 従っ て の アー タ セ ッ ト 












レジ スタ 操作 





レジ スタ 表示 ・ 変 更 










逆 ア セン ブル 
切り 換え 


ディ スク 書き 込み 


プロ グラ ム 操 作 G プロ グラ ム の 実行 、 中 断 
ドレ ー ス R プロ グラ ム の トレ ー ス を 行う 。 
RX 表示 レジ スタ の 切り 替え 









A ーーーー ーー ーーーーーーーーーー- ーー ーーー 





メモ リ 内 容 の 逆 ア セン ブル 
ビデ オ RAM に 切り 換え る 
プリ ンタ 出力 を 切り 換え る 
ファ イル 名 セッ ト 

ディ スク に 書き 込む 












コマ ンド 表示 


・A コ マン ド 








MSX-D0S に 戻る 
コマ ンド を 表示 する 





指定 し た 番地 より 、 1 行 づ つ ア セン プリ 言語 を 入力 し て いき ます 。 入力 され た アセ ンプ リ 言 
語 は その 場 で アセ ンプ ル さ れ 、 マ シン 語 が セッ ト さ れ ま す 。 


この よう に 、 入 力 さ れ た 1 行 が すぐ さま アセ ンプ ル さ れ 、 マ シン 語 と し て セッ ト し て いく こと 


を 「 ワ ン ラ イン アセ ンプ ブル 」 と 呼び ます 。 
ラベ ル は 使用 で きま せん 。 


AF で 始ま る 16 進数 の 頭 に "0" を つけ る 必要 は あり ませ ん 。 


使用 で きる 疑似 命令 は DEFB、 


DEFW、 DB、 DW に 限定 され ます 。 


この コマ ンド か ら 抜 ける に は (RETURN) キー の み を 入力 し ます 。 


・R コ マン ド 
トレ ー ス モー ド で プロ グラ ム の 実行 を 行い ます 。 
詳細 は 「 4-1 モニ タコ マン ド 」 参 照 。 
(形式 1) R 
(形式 2) Rxx 


・RR コ マン ド 
トレ ー ス コマ ンド 実行 時 に 喪 レ ジス タ の 内 容 を 表示 する か 、 表 示し な いか を 切り 換え ます 。 
詳細 は 「 4-1 モニ タコ マン ド 」 参照 。 


・1 コ マン ド 
W コ マン ド の ファ イル 名 を セッ ト し ます 。 
GER)  Ifilename 


・W コ マン ド 
100H か ら 指 定番 地 ま で を ディ スク に セー プ し ます 。 
番地 を 省略 し た 時 は 、 起 動 時 に 読み 込ん だ ファ イル の 最終 番地 また は 、 直 前 の W コ マン ド で 指 
定 し た 値 に な り ま す 。 先頭 番地 は 100H で す 。 フ ァイル 名 は デバ ッ ガ 起動 時 に 指定 し た ファ イル 
名 が 使わ れ ま す が 、 1 コマ ンド で 変更 する こと が で きま す 。 
(形式 ) WwW 
W 最終 番地 


・? コ マン ド 
使用 で きる コマ ンド を 表示 し ます 。 


その 他 の コマ ンド は 、「 Simple ASM USER'S MANUAL 』 を 参照 し て くだ さい 。 


デバ ッ グ 中 の プロ グラ ム か ら デ バッ ガ に 戻る 番地 は AE03H で す 。 
プロ グラ ム の 最後 に “JP OAE03H" と 書い て お け ば デバ ッ グ に 便利 で す 。 
(Ver2.0 で は BB03H で す 。 ) 


a6 6 ape _________ FEY TIX 


アセ ンプ ラ の 文法 で MSX-BASIC 対応 の Spe 4547 と の 違い の み 掲 載 し て いま す 。 





ラベ ル 
アン ダー スコ ア ("" ) も 使用 で きま す 。 


R800 用 に 追加 され た ニモ ニッ ク と マシ ン 語 





B C D E BC SP 
MUL Xx EDC1 | EDC9 | EDD1 | EDD9 | EDC3 | EDF3 








XH XL YH YL 
LD B,X | DD44 | DD45 | FD44 | FD45 
LD C, x | DD4C | DD4D | FD4C | FD4D 
LD D, x | DD54 | DD55 | FD54 | FD55 
LD E.X |DD5C | DD5D | FD5C | FD5D 
LD A, x |DD7C |DD7D | FD7C | FD7D 




















LD XL, x DD2E x 


FD64 | FD65 | FD26x 
FD6C | FD6D | FD2Ex 




















ADD A, x | DD84 | DD85 | FD84 | FD85 
ADC A, x 





AND x DDA4 | DDA5 | FDA4 | FDA5 ※ レ ジス タ 名 、 記 号 


XH + IX の 上 位 
XL …… IX の 下位 
YH seer TY 上位 








INC x DD24 | DD2C | FD24 | FD2C YL 1Y Pit 
DEC x DD25 | DD2D | FD25 | FD2D A mm ル ジ ス タ 、 データ 


IN © 




















gg 


TMSX CAS 7-80A7 2 FG AM BHOCEA 


| 
| 
| コー ラル で は 、「 Simple ASM を 使い こなせ な い 方 」、「 ア セン プラ を 初め て 学習 する | 
方 」、「 MSX で アセ ンプ ラプ ログ ラム を 作成 し た い 方 」 な どの た め に 最適 な 入門 書 を 作 | 
成 し ま し た 。 | 

内 容 と いた し まし て は 、「 MSX で 初め て アセ ンプ ラ の 学習 を 行 お う 」 と いう 方 か ら 「 
アセ ンプ ラ 言 語 の 本 格 的 な プロ グラ ム を 作り た い 」 方 まで 楽し く ア セン プラ 言語 を 学ぶ 事 
が で きる よう な 内 容 に な っ て いま す 。 (45 版 192 ペ ー ジ ) 








【 申 込 方 法 】 
この 大 籍 の お 中 込み は 以下 の 要 條 に て 受け 付け て いま すず aise oe oy 


口 申込 金額 2,310 円 (書籍 代 2.000 円 、 送 料 310 PJ) Eur: 5 東京 7 76392? 
口 申込 手順 名 : 株 式 会 社 コ ー ラ ル 


最寄り の 郵便 局 に 備え 付け の 郵便 振替 用 紙 (青い 色 の も の 、 無 料 で も ら え ます 。) に 、 
住所 、 氏 名 、 電 話 番号 (2 箇所 あり ます ) を 記入 の 上 、 郵 便 局 の 窓口 に て お 申込 下さ い 。 











書籍 の 料金 2.310 円 以外 に 手数 料 60 円 が か か り ま す 。 料金 は お 申込 と 同時 に 郵便 局 に 
払い 込み ます 。 i 
| i | 
| 【 目 次 】 
| 第 1 章 マシ ン 語 の 基礎 6-4 16 ビット 転 送 命令 I 
1-1 コン ビュ ー タ の 構成 6-5 マシ ンコ ー ド に つい て 
¡12 7 FLA 6-6 交換 命令 
¡123 パス と は 6-7 プロ ッ ク 転 送 命令 i 
1-4 数 の 表記 6-8 8 ビット 算術 論理 演算 命令 | 

6-9 16 ピッ ト 算 術 命 令 | 
第 2 章 アセ ンプ ラ の 基礎 6-10 ロー ティ トン ノシ フト 命令 
1 2-1 プロ グラ ム と は 6-11 CPU コン トロ ー ル 命令 
1 2-2 MRM ET eHY TY BH 6-12 アキ ュ ム レー タ 操 作 命 令 | 
2-3 プロ グラ ム を 作る プロ グラ ム 6-13 16 ピ ビット 転送 命令 | 
2-4 アセ ンプ リ 言 語 プ ログ ラム の 基礎 6-14 ジャ ンプ 命令 i 
| 2-5 その 他 の 基礎 知識 6-15 コー ル ノ リ ター ツン 命令 i 
| 6-16 Ky b 損 作 命 令 | 
| 第 3 章 2Z-80 の 基礎 6-17 プロ ッ ク サ ー チ 命令 
13-1 レジ スタ 6-18 入力 命令 ノ 出 力 命令 ! 
13-2 フラ グ 6-19 R800 命令 | 
j 3-3 プロ グラ ム の 流れ 
| 第 7 章 疑似 命令 
第 4 章 Simple ASM の 基礎 7-1 疑似 命令 の 種類 | 
| 4-1 Simple ASM を 使う 7-2 疑似 命令 の 解説 | 
4-2 メモ リマ ッ プ | 
4-3 Simple ASM 環境 内 で の 注意 事項 第 8 音 ファ ンク ショ ンコ ー ル | 
1 4-4 デバ ッ ガ 環境 内 で の 注意 事項 8-1 ファ ンク ショ ンコ ー ル と は | 
4-5 COM ファ イル の 作成 方 法 8-2 ファ ンク ショ ンコ ー ル 手順 i 
| 8-3 各種 ファ ンク ショ ンコ ー ル 
第 5 章 Simple ASM 操作 法 8-4 代表 的 な ファ ンク ショ ンコ ー ル 
5-1 ハー ドウ ェ ア 環 境 
5-2 イン スト ー ル 作業 
5-3 実行 用 ディ スク の 起動 第 9 章 BIOS 
15-4 Simple ASM に よる 実習 9-1 スロ ッ ト に つい て 
| 9-2 BIOS 使っ た ブ プログラム 
| 第 6 章 Z-80 命令 の すべ て | 
| 6-1 命令 の 分 類 Appendix | 
¡6-2 命令 の 書き 方 a | 
16-3 8 ピッ ト 転 送 命令 i 


ユー ザー TERA ble ote ot — 


商品 の お 問い 合わ せ は 、 ユ ー ザ ー サ ポー ト 電 話 、FAX、 郵 便 に て 
承っ て いま す 。 尚 、 FAX で ご 質問 事項 を 送付 な さっ た 場合 で も 必ず 
お 電話 下さ い 。 





問い 合わ せ は 本 商品 の 操作 方 法 に 対す る 問い 合わ せ の み と さ せ て 頂 
きま す 。 

MSX 本 体 自身 の 問い 合わ せ 、 プ ログ ラム 作成 の 問い 合わ せ 等 は ご 
遠慮 下さ い 。 


ュー ザー サポ ー ト 電話 03-3587-4685 
受付 時 間 : 月 金曜 日 
午前 10 時 正午 。 午後 1 時 か ら 重 後 5 時 まで 
(祝祭 日 、 夏 期 休暇 、 年 末年 始 お よび 弊社 行事 日 は 除く ) 
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